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９月定例会月定例会
令和４年度の決算を審査する令和４年度の決算を審査する

３・６・９・12月に開催される定例会のうち、

９月定例会の内容をお届けします。

９月定例会は、主に前年度の決算を審査す

る、“ 決算議会 ” と称されており、事業の

成果や今後の課題などについて審査しまし

た。

９９月定例会の流れ月定例会の流れ
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町長による議案の提案説明　９/６  ㊌

議案質疑　９/１３ ㊌
議員が提案された議案に対し質疑を行い付託
委員会を決定（関連記事 6～ 7ページ）

民生産業委員会　９/１４ ㊍
付託された議案を審査

総務文教委員会　９/  １５  ㊎
付託された議案を審査

一般質問　９/１１  ㊊　   （  休  会　９/１２  ㊋   ）
議員が町政全般にわたって質問し、町の
見解を解く（関連記事 8～ 15 ページ）

委員会審査報告　９/２１  ㊍
各常任委員会での審査結果を委員長が報告

質疑・討論　９/２１  ㊍
委員長報告に対し、議員が質疑・討論（賛
成・反対）を行う

採決　９/２１  ㊍
議案の可否を決める（関連記事５ページ）

一般会計一般会計決算決算をを
チェック！チェック！

９⽉定例会では、決算審査特別委員会を設置し、
令和４年度⼀般会計の決算審査を⾏いました。
委員会では、「決算書」や「主要な施策の成果」
などの資料を基に、慎重に審査を⾏い、採決の結
果、賛成多数で決算を認定しました。

議会だよりくらて № 144 Ι２

令和４年度

委
員

会

06 決算審査特別委員会　９/１９  ㊋
議長を除く 12名の議員で前年度の決算を
審査（関連記事 2～ 4ページ）



原案
可決

令和４年度一般会計　決算状況令和４年度一般会計　決算状況

歳 入 総 額

歳 出 総 額

実質収支額

90 億 7,771 万円

83 億 4,549 万円

7 億 1,377 万円

( 前年度比　3 億 5,409 万円減 )

翌年度に繰り越すべき財源　1,844 万円

３Ι 議会だよりくらて № 144

( 前年度比　5 億 981 万円減 )

歳⼊総額は 90 億 7,771 万円で前年度と⽐較して 3.8％の減、歳出総額は 83 億 4,549 万円で前年度と⽐較
して 5.8％の減となり、歳⼊歳出差引額から翌年度へ繰り越すべき財源を控除した実質収⽀額は 7 億 1,377 万
円で前年度と⽐較して 24.0％の増となりました。 
 歳⼊の増減額の⼤きなものは、町債で過疎対策事業債や臨時財政対策債の借り⼊れが減少したことから 3 億

522 万円（△ 44.4％）の減、繰越⾦で令
和３年度決算において⼤幅な剰余額が⽣じ
たことから 2 億 4,258 万円（552.3％）の
増、国庫⽀出⾦で前年度の⼦育て世帯への
臨時特別給付⾦給付事業費補助⾦の減など
により 1 億 9,369 万円（△ 11.7％）の減
などがありました。
 歳出の増減額の⼤きなものとしては、総
務費で庁舎等建設費で着⼯の遅れなどによ
り 2 億 6,190 万円の減などにより全体で 3
億 9,961 万円（△ 19.3％）の減、⺠⽣費
では前年度の⼦育て世帯への臨時特別給付
⾦給付費の減などにより 2 億 1,096 万円

（△ 7.0％）の減などがありました。

※数字は四捨五⼊しているため、必ずしも合計と⼀致しません。



議会だよりくらて № 144 Ι４

※不⾜分は積⽴⾦（留保資⾦）で補填しています。

● 特別会計・企業会計　歳入歳出決算額● 特別会計・企業会計　歳入歳出決算額● 特別会計・企業会計　歳入歳出決算額

９月定例会月定例会 決算審査特別委員会Q＆A
さまざまな質疑が行われました。ここではその一部をご紹介します。さまざまな質疑が行われました。ここではその一部をご紹介します。

ふるさと納税推進費
令和３年度と⽐較して約 8,000 件減少令和３年度と⽐較して約 8,000 件減少
している理由は。している理由は。

⼈気の返礼品である「めんたいこ」の
品切れ、寄附申し込み件数や寄附納税
額の減少によるものと分析していま
す。

問

企業版ふるさと納税寄附⾦をされた企企業版ふるさと納税寄附⾦をされた企
業は。業は。

株式会社⽟置より 20 万円、株式会社
⿊⽊⼯業所より 50 万円となります。

問

空家流通促進事業
同事業を利⽤して、何世帯が転⼊され同事業を利⽤して、何世帯が転⼊され
たのか。たのか。

平成 29 年から空き家の所有者、利⽤
希望者を町のほうで登録し
マッチングを⾏っています。
平成４年までの５年間で 12
世帯がマッチングしています。

問

公⽴保育所
正規職員と臨時職員の⼈数はどうなっ正規職員と臨時職員の⼈数はどうなっ
ているか。また職員を増やす考えは。ているか。また職員を増やす考えは。

現在、保育⼠は所⻑１名、主任２名、
正職員７名、会計年度任⽤職員 12 名、
パート職員９名となっています。また
調理師は、正職員１名、会計年度任⽤
職員２名、パート職員２名となってい
ます。職員の募集に
つ い て は 広 報 等 で
⾏っていますが、会
計年度任⽤職員を採
⽤し補充を⾏うこと
としています。

問

総務管理費
顧問弁護⼠委託料の内容については、顧問弁護⼠委託料の内容については、
どうなっているか。どうなっているか。

毎⽉の顧問弁護⼠料として５万円を 12
か⽉分と、訴訟が起きた場合の相談案
件として別途予算計上しています。ま
た令和４年度は、個⼈情報の関係等に
ついて相談しています。

問

個⼈番号交付事務費補助⾦
マイナンバーカード発⾏
に伴う事故等の発⽣は。に伴う事故等の発⽣は。

国からの全件調査等の指⽰があっていますが、
鞍⼿町において現在、事故等の報告はありませ
ん。

問

答

答

答

答 答

答
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９月定例会月定例会 審 議 結 果
◎：出席者全員賛成で可決　○：賛成多数で可決　×：賛成少数で否決（不採択）◎：出席者全員賛成で可決　○：賛成多数で可決　×：賛成少数で否決（不採択）

案件名案件名 議決議決
結果結果

議案第 47号　鞍手町教育委員会教育長の任命について ◎

議案第 48号　鞍手町教育委員会委員の任命について ◎

議案第 49号　鞍手町過疎地域持続的発展計画の変更について ◎

議案第 50号　令和５年度鞍手町一般会計補正予算（第４号）について ◎

議案第 51号　令和５年度鞍手町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）について ◎

議案第 52号　令和５年度鞍手町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について ◎

議案第 53号　令和５年度鞍手町谷山池パイプライン水利施設維持管理運営費特別会計補正予算（第１号）について ◎

議案第 54号　令和５年度鞍手町下水道事業会計補正予算（第１号）について ◎

議案第 55号　令和４年度鞍手町一般会計歳入歳出決算認定について 〇

議案第 56号　令和４年度鞍手町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 〇

議案第 57号　令和４年度鞍手町かんがい施設維持管理運営費特別会計歳入歳出決算認定について ◎

議案第 58号　令和４年度鞍手町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 〇

議案第 59号　令和４年度鞍手町住宅新築資金等特別会計歳入歳出決算認定について 〇

議案第 60号　令和４年度鞍手町谷山池パイプライン水利施設維持管理運営費特別会計歳入歳出決算認定について ◎

議案第 61号　令和４年度地方独立行政法人くらて病院貸付金等特別会計歳入歳出決算認定について ◎

議案第 62号　令和４年度鞍手町水道事業会計決算認定について ◎

議案第 63号　令和４年度鞍手町下水道事業会計決算認定について ◎

陳情第 5号　【健康保険証の存続を求める意見書採択についての陳情書】
　　　　　　　福岡市博多区博多駅南１- ２- ３- ８F　福岡県保険医協会　会長　林　裕章

◎

議
案
等
番
号

議
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番
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議
決
結
果

議
決
結
果

合計合計 許
斐　
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徳
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和
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子

篠
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哲
哉

賛
成

反
対

５５ 可決 ９ ２ 〇 〇 欠 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

５６ 可決 ９ ２ 〇 〇 欠 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

５８ 可決 ９ ２ 〇 〇 欠 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

５９ 可決 ９ ２ 〇 〇 欠 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

〇：賛成　●：反対　欠：欠席〇：賛成　●：反対　欠：欠席賛否が分かれた案件賛否が分かれた案件

※ 議長（的野信之）を除く１２名で表決を行う※ 議長（的野信之）を除く１２名で表決を行う



９月定例会月定例会 議 案 質 疑
主な議案についてご紹介します。主な議案についてご紹介します。

原案
可決
原原原原案案案案案案
可可決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決

議会だよりくらて № 144 Ι６

令和５年度鞍⼿町⼀般会計補正予算（第４号）令和５年度鞍⼿町⼀般会計補正予算（第４号）
■補正額 2 億 582 万 7 千円増 ■歳⼊歳出総額 110 億 6,160 万 1 千円
◆⼦育て短期⽀援事業             221 万１千円
◆農林漁業⼥性ベンチャー育成事業費補助⾦     50 万円
◆下⽔道事業会計出資⾦          △ 1,830 万円 
◆⼩学校トイレの洋式化に伴う関連予算     589 万６千円
◆⼩学校統合・再編事業           2,428 万５千円
◆災害復旧費                1,750 万円
◆庁舎等建設及び⼩学校統合事業などの⼤規模事業に係る地⽅債の償還に備える
 ための減債基⾦への積⽴⾦       1 億 9,300 万円    他

問 ⼦育て短期⽀援⼦育て短期⽀援
事業の利⽤者数事業の利⽤者数
について。について。

当初 209 名で計上していたが、令和５年７⽉現在で
すでに利⽤者が 113 名となり、利⽤者数の増加が⾒
込まれることから 490 名分で計上しています。

問 介護予防⽀援委託料の増介護予防⽀援委託料の増
額の要因は。額の要因は。

新型コロナウイルス感染症の５類への移⾏後、介護予
防サービス利⽤者数の増加に伴い、介護予防計画の作
成が必要となったため。

問 トイレ⼯事に経費がかかトイレ⼯事に経費がかか
りすぎているように思えりすぎているように思え
るが、想定される⼯事内るが、想定される⼯事内
容は。容は。

剣南⼩学校について、計６か所のトイレがあり、現在
⼯事が完了している１か所を除く５か所に１基ずつ洋
式トイレを設置するもの、また同時に各トイレの間の
間仕切りの⼯事等も⾏うため増額となっています。

問 災害復旧費の増額の内訳災害復旧費の増額の内訳
は。また⼈的被害等は起は。また⼈的被害等は起
こったのか。こったのか。

７⽉の梅⾬前線豪⾬により被災した中⼭⽴林地区の井
出ノ元池の復旧⼯事、中⼭地区の農道の復旧⼯事、そ
の他の緊急⽤⼯事費として、また今回の豪⾬での⼈及
び家屋等に被害はありません。

問 町内にある数多くのため町内にある数多くのため
池の管理体制強化につい池の管理体制強化につい
ての考えは。ての考えは。

国からの指導に基づいて町内 55 か
所で調査を⾏っています。
この調査結果に基づいて、今後、
改修が必要かどうかを検討してい
きます。

問 ⼩学校統廃合の委託内容⼩学校統廃合の委託内容
及び開校予定は。及び開校予定は。

新⼩学校建設に伴う令和９年までの５年間の発注者⽀
援委託業務になります。
開校は当初予定より１年遅れの令和 10 年４⽉を⽬標
としています。

問 以前より、剣南⼩学校⼥以前より、剣南⼩学校⼥
⼦トイレに⾏列ができて⼦トイレに⾏列ができて
いるという話だったが、いるという話だったが、
⼯事が遅れた要因は。⼯事が遅れた要因は。

現地において調査をし、事業者及び学
校との協議を重ねた結果、これまでの
期間を要しました。

答

答

答

答

答

答

答



９月定例会月定例会

主な議案についてご紹介します。主な議案についてご紹介します。
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鞍⼿町過疎地域持続的発展計画の変更鞍⼿町過疎地域持続的発展計画の変更
鞍⼿町⽴⼩学校統合計画及び私⽴保育園の「認定こども園」
への移⾏等に伴う同計画の変更

⼈権擁護委員の再任

任 令和６年１⽉１⽇から任 令和６年１⽉１⽇から
期 令和８年 12 ⽉ 31 ⽇までの３年間期 令和８年 12 ⽉ 31 ⽇までの３年間

⼭⽥ 伸⼦ ⽒（２期⽬）⼭⽥ 伸⼦ ⽒（２期⽬）
やまだ  のぶこやまだ  のぶこ

【⼈権擁護委員】とは【⼈権擁護委員】とは

家庭内や隣近所のトラブル、家庭内や隣近所のトラブル、
いじめや差別など、さまざいじめや差別など、さまざ
まな⼈権問題や悩みごとのまな⼈権問題や悩みごとの
相談に応じる。全国には約相談に応じる。全国には約
14,000 ⼈、本町では７⼈が14,000 ⼈、本町では７⼈が
法務⼤⾂から委嘱され活動し法務⼤⾂から委嘱され活動し
ている。ている。

鞍⼿町教育委員会教育⻑の再任

任 令和５年 10 ⽉４⽇から任 令和５年 10 ⽉４⽇から
期 令和８年 10 ⽉３⽇までの３年間期 令和８年 10 ⽉３⽇までの３年間

外園 哲也 ⽒（２期⽬）外園 哲也 ⽒（２期⽬）
ほかぞの  てつやほかぞの  てつや

【【教育⻑】とは

当該地⽅公共団体の⻑の被選
挙権を有するもので、⼈格が
⾼潔で、教育⾏政に関し、識
⾒を有する⽅のうちから、地
⽅公共団体の⻑が、議会の同
意を得て、任命（地⽅教育⾏
政の組織および運営に関する
法律第４条）。

鞍⼿町教育委員会委員の任命

任 令和５年 12 ⽉ 15 ⽇から任 令和５年 12 ⽉ 15 ⽇から
期 令和９年 12 ⽉ 14 ⽇までの４年間期 令和９年 12 ⽉ 14 ⽇までの４年間

廣瀨 ⻯也 ⽒（１期⽬）廣瀨 ⻯也 ⽒（１期⽬）
ひろせ  たつやひろせ  たつや

【教育委員会委員】とは
当該地⽅公共団体の⻑の被選
挙権を有するもの（満 25 歳
以上の者）で、⼈格が⾼潔で
教育や学術、⽂化に関して識
⾒を有する⽅から、議会の同
意を得て任命。本町の教育委
員会委員は４名。

令和５年６月に策定した「鞍手町立小学校統合基本計画」及び私立保育
園の「認定こども園への移行」等に関連して、同計画等との整合性を図
る必要性があるため変更を行うもの

原案
可決
原原原原案案案案案案案
可可可決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決

議 案 質 疑

人 事 案 件９月定例会月定例会 同意同同同同同意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意

Go for itGo for it



Ｓustainable
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一般質問
９月定例会では、13名中７名が登壇しました。

※数字は議席番号です。

一般質問とは、町長から提出された議案以外に、行政全般について現状や方針を問うものです。一般質問とは、町長から提出された議案以外に、行政全般について現状や方針を問うものです。
　一般質問の内容、答弁は質問者自身が要約し、議会広報編集調査特別委員会が校正したものです。　一般質問の内容、答弁は質問者自身が要約し、議会広報編集調査特別委員会が校正したものです。
　質問の全文は、鞍手町ホームページや議会事務局で会議録として閲覧できます。　質問の全文は、鞍手町ホームページや議会事務局で会議録として閲覧できます。
　　※尚、会議録の調整により、閲覧が遅れる場合がありますので、ご了承ください。　　※尚、会議録の調整により、閲覧が遅れる場合がありますので、ご了承ください。

発言順発言順 議員名議員名 質問項目質問項目 掲載頁掲載頁

１ 許斐　潤一郎
（このみ じゅんいちろう）

 ① 手話言語条例について ① 手話言語条例について
 ② 補聴器相談について ② 補聴器相談について
 ③ コミュニケーションについて ③ コミュニケーションについて

９

２ 栗田　美和
（くりた　よしかず）

 ① 下水道事業の現状について ① 下水道事業の現状について 10

３ 野口　美恵子
（のぐち　みえこ）

 ① 各小学校のトイレ洋式化について ① 各小学校のトイレ洋式化について
 ② 図書館について ② 図書館について 11

４ 田中　二三輝
（たなか　ふみき）

 ① 水道水の安全と安定供給について 12

５ 石井　大輔
（いしい　だいすけ）

 ① ラーケーションについて
 ② 古月小学校近隣の町道に放置されたゴミについて
 ③ 保育所等について

13

６ 西藤　典子
（さいとう　のりこ）

 ① 自衛隊への名簿提出について
 ② 統合小学校における学校給食について
 ③ 六田川関連の水害対策について

14

７ 宇田川　亮
（うたがわ　あきら）

 ① 浸水対策について
 ② 物価高騰対策について
 ③ 自治会加入について

15

★令和３年３月よりタブレット端末を使用した議会を行っています。

議会だよりくらて № 144 Ι８

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ 1010 1111 1212 1313



政 案提策

鞍手町単独で専任通訳者を置くことは鞍手町単独で専任通訳者を置くことは

鞍
手
町
手
話
言
語
条

鞍
手
町
手
話
言
語
条

例
制
定
後
の
取
り
組
み
は
。

例
制
定
後
の
取
り
組
み
は
。

条
例
施
行
以
前
よ
り

条
例
施
行
以
前
よ
り

支
援
事
業
と
し
て
、
手
話
通

支
援
事
業
と
し
て
、
手
話
通

訳
者
設
置
事
業
及
び
手
話
通

訳
者
設
置
事
業
及
び
手
話
通

訳
者
派
遣
事
業
、
手
話
奉
仕

訳
者
派
遣
事
業
、
手
話
奉
仕

員
養
成
事
業
、
手
話
方
針
要

員
養
成
事
業
、
手
話
方
針
要

請
等
を
行
い
、
宮
若
市
、
小

請
等
を
行
い
、
宮
若
市
、
小

竹
町
、
鞍
手
町
で
パ
ン
フ
レ

竹
町
、
鞍
手
町
で
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
作
成
し
住
民
及
び
関

ッ
ト
を
作
成
し
住
民
及
び
関

係
各
所
へ
啓
発
を
行
っ
て
い

係
各
所
へ
啓
発
を
行
っ
て
い

ま
す
。

ま
す
。

一
市
二
町
手
話
通
訳

一
市
二
町
手
話
通
訳

派
遣
事
業
は
現
在
一
人
で
対

派
遣
事
業
は
現
在
一
人
で
対

応
中
で
負
担
も
大
き
い
よ
う

応
中
で
負
担
も
大
き
い
よ
う

だ
が
、
各
市
町
単
独
で
の
継

だ
が
、
各
市
町
単
独
で
の
継

続
は
で
き
な
い
の
か
。

続
は
で
き
な
い
の
か
。

令
和
４
年
度
実
績

令
和
４
年
度
実
績

は
、
延
べ

は
、
延
べ
2727
回
８
名
が
医
療

回
８
名
が
医
療

及
び
保
健
で
利
用
、
現
在
、

及
び
保
健
で
利
用
、
現
在
、

一
市
二
町
で
取
り
組
み
が
行

一
市
二
町
で
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

自
治
体
の
財
政
事
情
も
あ
る

自
治
体
の
財
政
事
情
も
あ
る

の
で
今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

の
で
今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

各
自
治
体
の
年
間
予

各
自
治
体
の
年
間
予

算
は
。

算
は
。

宮
若
市
、

宮
若
市
、

小
竹
町
の
予
算
に
つ
い
て
は

小
竹
町
の
予
算
に
つ
い
て
は

把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

一
部
の
小
学
校
で
学

一
部
の
小
学
校
で
学

習
の
一
環
と
し
て
手
話
学
習

習
の
一
環
と
し
て
手
話
学
習

が
行
わ
れ
て
い
た
が
今
後
も

が
行
わ
れ
て
い
た
が
今
後
も

取
り
組
み
は
行
わ
れ
る
か
。

取
り
組
み
は
行
わ
れ
る
か
。

文
部
科
学
省
が
定

文
部
科
学
省
が
定

め
る
学
習
指
導
要
領
で
は
、

め
る
学
習
指
導
要
領
で
は
、

手
話
の
位
置
づ
け
は
な
く
、

手
話
の
位
置
づ
け
は
な
く
、

教
育
課
程
の
編
成
権
は
学
校

教
育
課
程
の
編
成
権
は
学
校

長
に
あ
り
、
学
校
長
は
地
域

長
に
あ
り
、
学
校
長
は
地
域

の
実
態
を
生
か
し
た
特
色
あ

の
実
態
を
生
か
し
た
特
色
あ

る
学
校
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

る
学
校
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

　

手
話
に
つ
い
て
は
、
現
在

　

手
話
に
つ
い
て
は
、
現
在

２
校
で
４
年
生
を
対
象
に
行

２
校
で
４
年
生
を
対
象
に
行

っ
て
い
ま
す
が
、
全
学
年
で

っ
て
い
ま
す
が
、
全
学
年
で

取
り
組
む
こ
と
は
難
し
い
と

取
り
組
む
こ
と
は
難
し
い
と

思
い
ま
す
。

思
い
ま
す
。

で
す
。

で
す
。

相
談
時
の
職
員
同
席

相
談
時
の
職
員
同
席

は
あ
る
の
か
。

は
あ
る
の
か
。

相
談
時
の

相
談
時
の

同
席
は
な
く
、
相
談
人
数
の

同
席
は
な
く
、
相
談
人
数
の

み
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

み
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

今
後
、
相
談
場
所
へ

今
後
、
相
談
場
所
へ

出
向
く
た
め
の
交
通
問
題
も

出
向
く
た
め
の
交
通
問
題
も

あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
地
域

あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
地
域

へ
出
向
く
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

へ
出
向
く
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

相
談
会
場

相
談
会
場

の
提
供
の
み
で
他

の
提
供
の
み
で
他

の
地
域
に
出
向
く

の
地
域
に
出
向
く

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

地
域
で
必
要
と

　

地
域
で
必
要
と

す
る
場
合
は
取
扱

す
る
場
合
は
取
扱

店
へ
直
接
相
談
し

店
へ
直
接
相
談
し

て
い
た
だ
き
た
い

て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

と
思
い
ま
す
。

コ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

コ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
、
様
々
な
生

に
つ
い
て
、
様
々
な
生

活
の
中
で
コ
ミ
ニ
ケ
ー

活
の
中
で
コ
ミ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
重
要
で
あ
る

シ
ョ
ン
が
重
要
で
あ
る

が
町
の
取
り
組
み
は
。

が
町
の
取
り
組
み
は
。

非
常
に
難
し
い
問

非
常
に
難
し
い
問

題
で
は
あ
り
ま

題
で
は
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
特
性
に
応
じ

の
特
性
に
応
じ

た
多
様
な
コ
ミ

た
多
様
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
手
段
が
必
要

ン
手
段
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

だ
と
思
い
ま
す
。

許
斐
潤
一
郎
（
こ
の
み
じ
ゅ
ん
い
ち
ろ
う
）

　

今
後
は
、
人
権
学
習
の
中

　

今
後
は
、
人
権
学
習
の
中

で
手
話
に
対
す
る
理
解
促
進

で
手
話
に
対
す
る
理
解
促
進

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

ま
す
。

行
政
や
病
院
で
の

行
政
や
病
院
で
の

取
り
組
み
は
。

取
り
組
み
は
。

病
院
に
つ
い
て
は

病
院
に
つ
い
て
は

現
在
中
止
し
て
い
ま
す

現
在
中
止
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
再
開
す
る
予
定

が
、
今
後
再
開
す
る
予
定

と
聞
い
て
い
ま
す
。

と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

行
政
も
講
習
等
の
企
画

　

行
政
も
講
習
等
の
企
画

は
し
て
い
ま
せ
ん
が
窓
口

は
し
て
い
ま
せ
ん
が
窓
口

で
は
必
要
な
の
で
検
討
し

で
は
必
要
な
の
で
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

補
聴
器
の
支
援
対
応

補
聴
器
の
支
援
対
応

に
つ
い
て
、
高
齢
化
が
進
む

に
つ
い
て
、
高
齢
化
が
進
む

中
、
聴
覚
障
害
を
感
じ
て
お

中
、
聴
覚
障
害
を
感
じ
て
お

ら
れ
る
方
の
増
加
が
見
ら
れ

ら
れ
る
方
の
増
加
が
見
ら
れ

る
が
現
在
の
取
り
組
み
は
。

る
が
現
在
の
取
り
組
み
は
。

現
在
役
場

現
在
役
場

で
月
３
回
、
く
ら
て
病
院
で

で
月
３
回
、
く
ら
て
病
院
で

月
３
回
実
施
、
前
年
度
の
相

月
３
回
実
施
、
前
年
度
の
相

談
実
績
は

談
実
績
は
3535
人
で
今
後
も
継

人
で
今
後
も
継

続
し
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

続
し
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

参
入
事
業
者
数
は
。

参
入
事
業
者
数
は
。

４
事
業
所

４
事
業
所

許斐潤一郎許斐潤一郎議議員員

「それぞれの自治体の財政事情もあ「それぞれの自治体の財政事情もあ
り、検討になると思われます」り、検討になると思われます」

長町
議
員

町
長

９Ι 議会だよりくらて № 144

議
員

町
長

議
員

福
祉
人
権
課
長

議
員

教
育
長

議
員

福
祉
人
権
課
長

議
員

福
祉
人
権
課
長

議
員

福
祉
人
権
課
長

議
員

福
祉
人
権
課
長

議
員 町

長
補
聴
器
相
談
に
つ
い
て

補
聴
器
相
談
に
つ
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て

に
つ
い
て

議
員

町
長
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下水道事業の今後について下水道事業の今後について

下
水
道
事
業
が
開
始

下
水
道
事
業
が
開
始

さ
れ
て

さ
れ
て
2020
年
が
過
ぎ
ま
し
た

年
が
過
ぎ
ま
し
た

が
町
内
の
整
備
状
況
は
。

が
町
内
の
整
備
状
況
は
。

全
体
計
画

全
体
計
画

面
積
が
８
１
３
ヘ
ク
タ
ー

面
積
が
８
１
３
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
事
業
認
可
さ
れ
た
面
積

ル
、
事
業
認
可
さ
れ
た
面
積

が
４
６
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
こ

が
４
６
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
こ

の
う
ち
令
和
５
年
３
月
末
の

の
う
ち
令
和
５
年
３
月
末
の

整
備
済
面
積
が
３
１
３
ヘ
ク

整
備
済
面
積
が
３
１
３
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
全
体
計
画
に
対
す

タ
ー
ル
で
全
体
計
画
に
対
す

る
整
備
率
は

る
整
備
率
は
3838
･
５
％
で
す
。

５
％
で
す
。

　

ま
た
、
接
続
率
は
供
用

　

ま
た
、
接
続
率
は
供
用

開
始
に
な
っ
て
い
る
区
域

開
始
に
な
っ
て
い
る
区
域

内
の
人
口
が
８
１
０
３
人

内
の
人
口
が
８
１
０
３
人

（
３
７
３
７
世
帯
）、
こ
の
う

（
３
７
３
７
世
帯
）、
こ
の
う

ち
６
０
４
３
人
（
２
７
３
８

ち
６
０
４
３
人
（
２
７
３
８

世
帯
）
が
下
水
道
に
接
続
さ

世
帯
）
が
下
水
道
に
接
続
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
人
口
で

れ
て
い
ま
す
の
で
、
人
口
で

は
7575
％
（
世
帯
で
は

％
（
世
帯
で
は
7373
％
）
％
）

で
す
。

で
す
。

令
和
４
年
度
の
決
算

令
和
４
年
度
の
決
算

で
本
来
の
収
入
で
あ
る
べ
き

で
本
来
の
収
入
で
あ
る
べ
き

使
用
料
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

使
用
料
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

収
益
全

収
益
全

体
で
４
億
１
３
５
万
円
で
、

体
で
４
億
１
３
５
万
円
で
、

こ
の
う
ち
の
使
用
料
収
入
が

こ
の
う
ち
の
使
用
料
収
入
が

９
２
２
０
万
円
で

９
２
２
０
万
円
で
2222
％
で
す
。

％
で
す
。

そ
の
差
額
は
ど
う
補

そ
の
差
額
は
ど
う
補

填
し
て
い
る
の
か
。

填
し
て
い
る
の
か
。

起
債
や
一

起
債
や
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
等
で

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
等
で

補
填
し
て
い
ま
す
。

補
填
し
て
い
ま
す
。

現
状
で
は
事
業
と
し

現
状
で
は
事
業
と
し

て
の
黒
字
を
出
す
の
は
厳
し

て
の
黒
字
を
出
す
の
は
厳
し

い
と
考
え
る
が
、
こ
の
事
業

い
と
考
え
る
が
、
こ
の
事
業

の
重
要
性
は
理
解
し
て
い
る
。

の
重
要
性
は
理
解
し
て
い
る
。

　

計
画
全
体
を
カ
バ
ー
す
る

　

計
画
全
体
を
カ
バ
ー
す
る

の
は
相
当
な
時
間
が
必
要
と

の
は
相
当
な
時
間
が
必
要
と

さ
れ
る
の
で
現
実
的
に
計
画

さ
れ
る
の
で
現
実
的
に
計
画

の
見
直
し
と
浄
化
槽
へ
の
切

の
見
直
し
と
浄
化
槽
へ
の
切

り
替
え
、
そ
の
た
め
の
補
助

り
替
え
、
そ
の
た
め
の
補
助

率
を
ア
ッ
プ
す
る
考
え
は
な

率
を
ア
ッ
プ
す
る
考
え
は
な

い
の
か
。

い
の
か
。来

年
度
に
予
定
さ
れ

来
年
度
に
予
定
さ
れ

て
い
る
福
岡
県
の
汚
水
処
理

て
い
る
福
岡
県
の
汚
水
処
理

構
想
の
見
直
し
に
合
わ
せ

構
想
の
見
直
し
に
合
わ
せ

て
、
今
年
度
、
鞍
手
町
公
共

て
、
今
年
度
、
鞍
手
町
公
共

下
水
道
事
業
計
画
検
討
委
員

下
水
道
事
業
計
画
検
討
委
員

会
を
立
ち
上
げ
て
、
全
体
計

会
を
立
ち
上
げ
て
、
全
体
計

画
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

画
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

将
来
の
人
口
予
測
や
浄
化

　

将
来
の
人
口
予
測
や
浄
化

槽
と
下
水
道
が
経
済
的
に
ど

槽
と
下
水
道
が
経
済
的
に
ど

ち
ら
が
有
利
性
が
あ
る
か
を

ち
ら
が
有
利
性
が
あ
る
か
を

検
証
し
、
今
年
度
中
に
結
論

検
証
し
、
今
年
度
中
に
結
論

が
出
て
く
る
予
定
で
す
。

が
出
て
く
る
予
定
で
す
。

鞍
手
町
は
今
後
、
新

鞍
手
町
は
今
後
、
新

庁
舎
建
設
、
統
合
小
学
校
の

庁
舎
建
設
、
統
合
小
学
校
の

建
設
、
直
方
・
鞍
手
工
業
団

建
設
、
直
方
・
鞍
手
工
業
団

る
事
業
に
投
資
は
避
け
ら
れ

る
事
業
に
投
資
は
避
け
ら
れ

ま
せ
ん
。

ま
せ
ん
。

　

財
政
計
画
を
し
っ
か
り
と

立
て
、
見
直
し
な
が
ら
今
後

栗
田
美
和
（
く
り
た
よ
し
か
ず
）

地
、
し
尿
処
理
場
、
塵
芥
処

地
、
し
尿
処
理
場
、
塵
芥
処

理
場
な
ど
の
更
新
・
新
設
等

理
場
な
ど
の
更
新
・
新
設
等

大
き
な
事
業
が
検
討
さ
れ
て

大
き
な
事
業
が
検
討
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
か
ら
の
子
ど

い
る
が
、
こ
れ
か
ら
の
子
ど

も
た
ち
に
負
担
を
残
さ
な
い

も
た
ち
に
負
担
を
残
さ
な
い

た
め
に
町
長
と
し
て
の
見
解

た
め
に
町
長
と
し
て
の
見
解

を
伺
い
た
い
。

を
伺
い
た
い
。

下
水
道
事
業
は
先
行

下
水
道
事
業
は
先
行

投
資
が
大
き
い
の
で
で
き
る

投
資
が
大
き
い
の
で
で
き
る

だ
け
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

だ
け
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
を
小
さ
く
す
る
こ
と
で

入
れ
を
小
さ
く
す
る
こ
と
で

進
め
て
い
き
ま
す
。

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

町
の
財
政
も
厳
し
い
中
で

　

町
の
財
政
も
厳
し
い
中
で

す
が
住
民
の
生
活
に
か
か
わ

す
が
住
民
の
生
活
に
か
か
わ

財財財財財財
政
計
政
計
政
計
政
計
政
計
画
を
画
を
画
を
画
をを
し
っ
か
りりりりり
とととととと

財財財財財
政
計
政
計
政
計
政
計
政
計
画
を
画
を
画
を
画
をを
し
っ
か
りりり
とととととと

立
て
立
て
立立立立

、
見
、
見
、、
見
、
見
、
見
直
し
直直直直
し
な
が
な
が
ななな

ら
今
ら
今
ら
今
ら
今
ら
今
ら
今
後後後後後

立
て
立立

、
見
、
見見
、
見
、
見
直
し
直直直
し
な
が
な
が
なな

ら
今
ら
今
ら
今
ら
今
ら
今
ら
今
後後後後後

栗田美和栗田美和議議員員

「財政計画をしっかりと立て、見直「財政計画をしっかりと立て、見直
しながら取り組んでいきたい」しながら取り組んでいきたい」

長町
議
員

上
下
水
道
課
長

も
行
政
と
し
て
取
り
組

も
行
政
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

ま
す
。

議会だよりくらて № 144 Ι１0

議
員

上
下
水
道
課
長

議
員

上
下
水
道
課
長

議
員

町
長

議
員

町
長
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各小学校のトイレ洋式化の予定は各小学校のトイレ洋式化の予定は

剣
南
小
学
校
洋
式
ト

剣
南
小
学
校
洋
式
ト

イ
レ
の
設
置
時
期
は
。

イ
レ
の
設
置
時
期
は
。

冬
休
み
の
間
に
完

冬
休
み
の
間
に
完

了
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

了
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

各
小
学
校
に
簡
易
洋

各
小
学
校
に
簡
易
洋

式
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
を
設

式
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
を
設

置
す
る
考
え
は
。

置
す
る
考
え
は
。

各
小
学
校
か
ら
要

各
小
学
校
か
ら
要

求
が
あ
れ
ば
、
金
額
的
に
も

求
が
あ
れ
ば
、
金
額
的
に
も

そ
ん
な
に
大
き
な
金
額
で
は

そ
ん
な
に
大
き
な
金
額
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
考
え
て

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

各
小
学
校
統
合
後
の

各
小
学
校
統
合
後
の

図
書
は
ど
う
な
る
の
か
。

図
書
は
ど
う
な
る
の
か
。

図
書
な
ど
の
取
扱

図
書
な
ど
の
取
扱

い
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
の

い
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
の

計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

廃
校
に
な
る
１
校
を

廃
校
に
な
る
１
校
を

活
用
し
て
、図
書
を
集
約
し
、

活
用
し
て
、図
書
を
集
約
し
、

開
放
す
る
と
い
う
考
え
は
。

開
放
す
る
と
い
う
考
え
は
。

　

例
え
ば
、
新
規
に
図
書
館

　

例
え
ば
、
新
規
に
図
書
館

を
建
設
す
る
事
を
一
番
切
望

を
建
設
す
る
事
を
一
番
切
望

し
て
い
る
が
、
現
状
で
は
予

し
て
い
る
が
、
現
状
で
は
予

算
上
と
て
も
困
難
で
あ
る
。

算
上
と
て
も
困
難
で
あ
る
。

　

せ
め
て
小
学
校
の
図
書
室

　

せ
め
て
小
学
校
の
図
書
室

に
あ
る
本
だ
け
で
も
、
廃
校

に
あ
る
本
だ
け
で
も
、
廃
校

に
な
る
１
校
を
活
用
し
て
図

に
な
る
１
校
を
活
用
し
て
図

書
が
無
駄
に
な
ら
な
い
よ
う

書
が
無
駄
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
１
か
所
に
集
約
し
、
図

に
、
１
か
所
に
集
約
し
、
図

書
館
と
し
て
の
機
能
を
充
実

書
館
と
し
て
の
機
能
を
充
実

さ
せ
、
町
民
に
開
放
す
る
こ

さ
せ
、
町
民
に
開
放
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
。

と
が
で
き
な
い
か
。

小
学
校
の
図
書
に
つ

小
学
校
の
図
書
に
つ

い
て
は
、
小
学
校
児
童
を
対

い
て
は
、
小
学
校
児
童
を
対

象
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ

象
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ

れ
を
集
め
る
だ
け
で
は
一
般

れ
を
集
め
る
だ
け
で
は
一
般

の
図
書
館
と
し
て
の
運
営
は

の
図
書
館
と
し
て
の
運
営
は

難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
い

難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
い

野
口
美
恵
子
（
の
ぐ
ち
み
え
こ
）

う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
必
要
な
も
の
、

　

そ
の
中
で
必
要
な
も
の
、

そ
し
て
ま
た
図
書
と
し
て
あ

そ
し
て
ま
た
図
書
と
し
て
あ

る
程
度
の
も
の
に
つ
い
て

る
程
度
の
も
の
に
つ
い
て

は
、
新
し
く
統
合
し
た
小
学

は
、
新
し
く
統
合
し
た
小
学

校
の
と
こ
ろ
に
図

校
の
と
こ
ろ
に
図

書
室
と
し
て
置
く

書
室
と
し
て
置
く

こ
と
に
な
る
と
い

こ
と
に
な
る
と
い

う
ふ
う
に
思
い
ま

う
ふ
う
に
思
い
ま

す
が
、
そ
の
ほ
か

す
が
、
そ
の
ほ
か

の
図
書
に
つ
い
て

の
図
書
に
つ
い
て

は
、
先
ほ
ど
も
教

は
、
先
ほ
ど
も
教

育
長
が
答
弁
し
た

育
長
が
答
弁
し
た

と
お
り
、
ど
の
よ

と
お
り
、
ど
の
よ

う
に
し
て
活
用
す

う
に
し
て
活
用
す

る
か
、
ま
た
処
分

る
か
、
ま
た
処
分

す
る
か
に
つ
い
て

す
る
か
に
つ
い
て

は
、
今
の
と
こ
ろ

は
、
今
の
と
こ
ろ

計
画
は
な
い
と
い

計
画
は
な
い
と
い

う
こ
と
は
聞
い
て

う
こ
と
は
聞
い
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

野口美恵子議員野口美恵子議員

「剣南小学校女子トイレに、もう「剣南小学校女子トイレに、もう
１か所洋式トイレを増やす計画です」１か所洋式トイレを増やす計画です」

議
員

教
育
長

議
員

教
育
長

議
員

教
育
長

議
員

町
長

図
書
館
に
つ
い
て

図
書
館
に
つ
い
て

教育長
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田中二三輝議員田中二三輝議員

政 案提策

７月末の水道水の着色の原因は７月末の水道水の着色の原因は

昨
年
の
夏
に
発
生
し

昨
年
の
夏
に
発
生
し

た
水
道
水
の
濁
り
の
原
因
と

た
水
道
水
の
濁
り
の
原
因
と

対
処
は
。

対
処
は
。

浮
洲
池
に

浮
洲
池
に

藻
が
大
量
発
生
し
、
臭
い
の

藻
が
大
量
発
生
し
、
臭
い
の

苦
情
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し

苦
情
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
が
、
活
性
炭
の
入
替
え
等

た
が
、
活
性
炭
の
入
替
え
等

で
対
応
し
改
善
し
ま
し
た
。

で
対
応
し
改
善
し
ま
し
た
。

水
道
水
の
水
質
は
安

水
道
水
の
水
質
は
安

全
基
準
の
範
囲
内
だ
と
は
思

全
基
準
の
範
囲
内
だ
と
は
思

う
が
、
１
年
後
同
じ
よ
う
な

う
が
、
１
年
後
同
じ
よ
う
な

状
況
に
な
っ
た
が
、
こ
の
１

状
況
に
な
っ
た
が
、
こ
の
１

年
間
に
水
源
池
を
改
善
す
る

年
間
に
水
源
池
を
改
善
す
る

な
ど
の
方
策
は
。

な
ど
の
方
策
は
。

中
間
市
と

中
間
市
と

協
同
で
平
成
元
年
か
ら
水
質

協
同
で
平
成
元
年
か
ら
水
質

改
善
装
置
を
数
基
設
置
し
て

改
善
装
置
を
数
基
設
置
し
て

い
ま
す
が
、
改
善
し
た
と
い

い
ま
す
が
、
改
善
し
た
と
い

う
明
確
な
数
値
が
出
て
い
る

う
明
確
な
数
値
が
出
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

水
源
池
の
状
態
が
一

水
源
池
の
状
態
が
一

昨
年
、
昨
年
と
同
じ
よ
う
な

昨
年
、
昨
年
と
同
じ
よ
う
な

状
態
で
、
今
年
の
夏
の
水
道

状
態
で
、
今
年
の
夏
の
水
道

水
の
着
色
の
要
因
は
何
だ
っ

水
の
着
色
の
要
因
は
何
だ
っ

た
の
か
。

た
の
か
。

調
査
の
結

調
査
の
結

果
、
７
月
下
旬
の
水
温
と
気

果
、
７
月
下
旬
の
水
温
と
気

温
が
非
常
に
高
か
っ
た
こ
と

温
が
非
常
に
高
か
っ
た
こ
と

と
、
雨
が
降
ら
な
か
っ
た
こ

と
、
雨
が
降
ら
な
か
っ
た
こ

と
で
、
水
源
池
の
水
質
が
悪

と
で
、
水
源
池
の
水
質
が
悪

化
し
た
こ
と
が
着
色
の
要
因

化
し
た
こ
と
が
着
色
の
要
因

で
あ
る
と
確
認
し
て
い
ま
す
。

で
あ
る
と
確
認
し
て
い
ま
す
。

毎
年
発
生
す
る
可
能

毎
年
発
生
す
る
可
能

性
も
懸
念
さ
れ
る
が
、
利
用

性
も
懸
念
さ
れ
る
が
、
利
用

し
て
い
る
住
民
か
ら
の
問
合

し
て
い
る
住
民
か
ら
の
問
合

せ
で
担
当
課
が
気
づ
く
の
で

せ
で
担
当
課
が
気
づ
く
の
で

は
な
く
、
浄
水
場
で
の
水
の

は
な
く
、
浄
水
場
で
の
水
の

監
視
が
必
要
と
考
え
る
が
。

監
視
が
必
要
と
考
え
る
が
。

素
早
く
水
の
変
化
に

素
早
く
水
の
変
化
に

つ
い
て
は
行
政
が
チ
ェ
ッ
ク

つ
い
て
は
行
政
が
チ
ェ
ッ
ク

し
、
確
認
す
る
必
要
が
あ
る

し
、
確
認
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

と
思
い
ま
す
。

生
活
に
直
結
す
る
水

生
活
に
直
結
す
る
水

道
事
業
に
関
す
る
管
理
体
制

道
事
業
に
関
す
る
管
理
体
制

の
強
化
と
、
安
心
安
全
な
水

の
強
化
と
、
安
心
安
全
な
水

の
供
給
に
努
め
て
い
た
だ
き

の
供
給
に
努
め
て
い
た
だ
き

パ
ン
が
必
要
と
思
う
が
、

パ
ン
が
必
要
と
思
う
が
、

５
年
以
内
の
実
現
性
は
。

５
年
以
内
の
実
現
性
は
。

５
年
以
内
っ
て
い
う

５
年
以
内
っ
て
い
う

の
は
な
か
な
か
難
し
い
状
況

の
は
な
か
な
か
難
し
い
状
況

で
す
。

で
す
。

最
後
に
、
利
用
者
へ

最
後
に
、
利
用
者
へ

の
浄
水
器
の
設
置
等
の
補
助

の
浄
水
器
の
設
置
等
の
補
助

金
の
検
討
も
提
案
し
、
今
後

金
の
検
討
も
提
案
し
、
今
後

も
、
信
頼
回
復
に
最
大
限
の

も
、
信
頼
回
復
に
最
大
限
の

努
力
を
期
待
し
た
い
。

努
力
を
期
待
し
た
い
。

た
い
が
。

た
い
が
。今

後
は
検
査
等
の
頻

今
後
は
検
査
等
の
頻

度
を
増
や
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

度
を
増
や
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

水
源
池
の
改
善
が
非

水
源
池
の
改
善
が
非

常
に
難
し
い
の
が
、
鞍
手
町

常
に
難
し
い
の
が
、
鞍
手
町

が
抱
え
る
水
道
事
業
の
大
き

が
抱
え
る
水
道
事
業
の
大
き

な
問
題
点
の
一
つ
だ
と
思
う

な
問
題
点
の
一
つ
だ
と
思
う

が
、担
当
課
の
職
員
共
々
に
、

が
、担
当
課
の
職
員
共
々
に
、

町
長
も
努
力
を
続
け
る
こ
と

町
長
も
努
力
を
続
け
る
こ
と

を
確
認
し
た
い
が
。

を
確
認
し
た
い
が
。

今
あ
る
施
設
で
、良

今
あ
る
施
設
で
、良

質
な
水
道
水
に
な
る
か
を

質
な
水
道
水
に
な
る
か
を

今
後
も
検
討
し
、
探
っ
て

今
後
も
検
討
し
、
探
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

水
源
池
の
改
善
に

水
源
池
の
改
善
に

つ
な
が
る
北
九
州
市
か
ら

つ
な
が
る
北
九
州
市
か
ら

の
水
道
水
供
給
の
現
状
は
。

の
水
道
水
供
給
の
現
状
は
。

本
年
３
月
に
策
定

本
年
３
月
に
策
定

さ
れ
た
福
岡
県
水
道
広
域

さ
れ
た
福
岡
県
水
道
広
域

化
推
進
プ
ラ
ン
に
掲
載
さ

化
推
進
プ
ラ
ン
に
掲
載
さ

れ
た
後
は
大
き
な
進
捗
は

れ
た
後
は
大
き
な
進
捗
は

あ
り
ま
せ
ん
。

あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
施
設
整
備
の
内
容

　

今
後
、
施
設
整
備
の
内
容

や
実
施
に
必
要
な
条
件
の
整

や
実
施
に
必
要
な
条
件
の
整

備
な
ど
、
北
九
州
市
、
中
間

備
な
ど
、
北
九
州
市
、
中
間

市
、
鞍
手
町
の
３
者
で
具
体

市
、
鞍
手
町
の
３
者
で
具
体

的
な
協
議
・
検
討
を
進
め
た

的
な
協
議
・
検
討
を
進
め
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

５
年
５
年
1010
年
と
い
う
ス

年
と
い
う
ス

「水源池の水質が悪化したことが要「水源池の水質が悪化したことが要
因です」因です」

上下水道課長
議
員

上
下
水
道
課
長

議
員

上
下
水
道
課
長

議
員

上
下
水
道
課
長

議
員

町
長

議
員

町
長

議
員町

長
議
員

町
長

議
員

町
長

議
員
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ラーケーションの導入予定はラーケーションの導入予定は

本
町
の
ラ
ー
ケ
ー
シ

本
町
の
ラ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
認
識
、導
入
予
定
は
。

ョ
ン
の
認
識
、導
入
予
定
は
。

児
童
生
徒
が
保
護

児
童
生
徒
が
保
護

者
の
休
暇
に
合
わ
せ
平
日
に

者
の
休
暇
に
合
わ
せ
平
日
に

学
校
を
休
め
る
制
度
で
、
休

学
校
を
休
め
る
制
度
で
、
休

ん
だ
日
は
欠
席
扱
い
せ
ず
学

ん
だ
日
は
欠
席
扱
い
せ
ず
学

び
の
要
素
が
あ
れ
ば
旅
行
も

び
の
要
素
が
あ
れ
ば
旅
行
も

可
能
と
さ
れ
ま
す
。

可
能
と
さ
れ
ま
す
。

　

大
人
側
の
休
み
の
分
散
に

　

大
人
側
の
休
み
の
分
散
に

よ
る
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

よ
る
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
向
上
や
産
業
の
活
性
化
が

ス
向
上
や
産
業
の
活
性
化
が

期
待
さ
れ
る
一
方
、
家
庭
の

期
待
さ
れ
る
一
方
、
家
庭
の

事
情
で
休
暇
を
と
れ
る
子
ど

事
情
で
休
暇
を
と
れ
る
子
ど

も
と
、
と
れ
な
い
子
ど
も
が

も
と
、
と
れ
な
い
子
ど
も
が

出
る
こ
と
や
、
年
３
日
と
は

出
る
こ
と
や
、
年
３
日
と
は

い
え
授
業
を
休
む
た
め
学
力

い
え
授
業
を
休
む
た
め
学
力

保
障
の
面
で
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

保
障
の
面
で
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

　

現
時
点
で
導
入
予
定
は
な

　

現
時
点
で
導
入
予
定
は
な

く
、
先
行
導
入
す
る
自
治
体

く
、
先
行
導
入
す
る
自
治
体

の
課
題
や
改
善
点
を
見
極
め

の
課
題
や
改
善
点
を
見
極
め

方
針
決
定
し
て
い
き
た
い
と

方
針
決
定
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

考
え
て
い
ま
す
。

古
月
小
学
校
近
隣
の

古
月
小
学
校
近
隣
の

町
道
に
放
置
さ
れ
た
ゴ
ミ
は

町
道
に
放
置
さ
れ
た
ゴ
ミ
は

い
つ
か
ら
か
。

い
つ
か
ら
か
。

平
成
平
成
３１３１
年

１
月
現
地
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

１
月
現
地
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

確
認
し
て
以
来
、
現

確
認
し
て
以
来
、
現

在
ま
で
の
状
況
の
変
化
と
地

在
ま
で
の
状
況
の
変
化
と
地

権
者
へ
の
対
応
は
。

権
者
へ
の
対
応
は
。当

初
か
ら

当
初
か
ら

現
在
ま
で
に
土
地
所
有
者
以

現
在
ま
で
に
土
地
所
有
者
以

外
の
者
が
不
法
投
棄
し
た
も

外
の
者
が
不
法
投
棄
し
た
も

の
を
含
め
町
道
に
も
あ
ふ
れ

の
を
含
め
町
道
に
も
あ
ふ
れ

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

　

地
権
者
に
連
絡
を
し
て
片

　

地
権
者
に
連
絡
を
し
て
片

付
け
を
お
願
い
し
て
い
ま
す

付
け
を
お
願
い
し
て
い
ま
す

保
育
所
の
認
可
面
積
に
つ
い

保
育
所
の
認
可
面
積
に
つ
い

て
は
、
０
・
１
歳
児
は

て
は
、
０
・
１
歳
児
は
3535
名

ま
で
と
、
年
齢
に
よ
っ
て
受

ま
で
と
、
年
齢
に
よ
っ
て
受

け
入
れ
る
児
童
の
制
限
は
あ

け
入
れ
る
児
童
の
制
限
は
あ

り
ま
す
が
認
可
基
準
を
満
た

り
ま
す
が
認
可
基
準
を
満
た

し
ま
す
。

し
ま
す
。

　

保
育
士
に
つ
い
て
は
、
受

　

保
育
士
に
つ
い
て
は
、
受

け
入
れ
児
童
の
年
齢
に
よ
っ

け
入
れ
児
童
の
年
齢
に
よ
っ

て
不
足
し
た
際
は
、
確
保
を

て
不
足
し
た
際
は
、
確
保
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

行
っ
て
い
き
ま
す
。

古
月
保
育
所
は
統
合

古
月
保
育
所
は
統
合

か
ら
４
年
で
既
に
定
員
で
す

か
ら
４
年
で
既
に
定
員
で
す

が
町
長
の
考
え
は
。

が
町
長
の
考
え
は
。

定
員
数
は
１
園
だ
け

定
員
数
は
１
園
だ
け

で
な
く
、
町
全
体
の
児
童
数

で
な
く
、
町
全
体
の
児
童
数

で
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り

で
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

ま
す
。

石
井
大
輔
（
い
し
い
だ
い
す
け
）

が
改
善
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

が
改
善
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

地
権
者
に
片
づ
け
て
も
ら

　

地
権
者
に
片
づ
け
て
も
ら

う
よ
う
指
導
を
行
い
ま
す

う
よ
う
指
導
を
行
い
ま
す

が
、
町
道
部
分
は
町
道
管
理

が
、
町
道
部
分
は
町
道
管
理

の
範
囲
で
対
応
し
た
い
と
思

の
範
囲
で
対
応
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

っ
て
い
ま
す
。

保
育
所
等
の
現
在
の

保
育
所
等
の
現
在
の

児
童
数
は
。

児
童
数
は
。

令
和
令
和

５
年
９
月
現
在
、
古
月
保
育

５
年
９
月
現
在
、
古
月
保
育

所
定
員
１
３
０
名
に
対
し

所
定
員
１
３
０
名
に
対
し

１
２
９
名
、
鞍
手
あ
ゆ
み
こ

１
２
９
名
、
鞍
手
あ
ゆ
み
こ

ど
も
園
が
定
員
１
３
０
名
に

ど
も
園
が
定
員
１
３
０
名
に

対
し
１
２
３
名
、
鞍
手
の
ぞ

対
し
１
２
３
名
、
鞍
手
の
ぞ

み
こ
ど
も
園
が
定
員

み
こ
ど
も
園
が
定
員
8080
名
に
名
に

対
し
対
し
5959
名
で
す
。

名
で
す
。

定
員
に
な
っ
た
場
合

定
員
に
な
っ
た
場
合

の
対
応
は
。

の
対
応
は
。

古
月
古
月

保
育
所
の
場
合
、
現
在
は
定

保
育
所
の
場
合
、
現
在
は
定

員
の
員
の
2525
％
ま
で
超
過
し
て
受

％
ま
で
超
過
し
て
受

け
入
れ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

け
入
れ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

定
員
以
上
に
受
入
れ

定
員
以
上
に
受
入
れ

た
際
に
教
室
、
保
育
士
の
数

た
際
に
教
室
、
保
育
士
の
数

な
ど
大
丈
夫
か
。

な
ど
大
丈
夫
か
。

古
月
古
月

石井大輔石井大輔議議員員

「導入予定はなく、先行導入する自治体の課題「導入予定はなく、先行導入する自治体の課題
や改善点を見極め方針を決定していきたい」や改善点を見極め方針を決定していきたい」

教育長
議
員

教
育
長

　

町
内
の
他
の
こ
ど
も
園
及

　

町
内
の
他
の
こ
ど
も
園
及

び
幼
稚
園
と
の
連
携
を
図
り

び
幼
稚
園
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
保
育
を
希
望
す
る

な
が
ら
、
保
育
を
希
望
す
る

方
が
入
所
で
き
る
よ
う
施
設

方
が
入
所
で
き
る
よ
う
施
設

の
確
保
を
行
っ
て
い
き
た
い

の
確
保
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

と
思
い
ま
す
。

議
員

住
民
環
境
課
長

議
員

住
民
環
境
課
長

議
員

健
康
こ
ど
も
課
長

議
員

健
康
こ
ど
も
課
長

議
員

健
康
こ
ど
も
課
長

議
員

町
長

古
月
小
学
校
近
隣
の
町

古
月
小
学
校
近
隣
の
町

道
に
放
置
さ
れ
た
ゴ
ミ

道
に
放
置
さ
れ
た
ゴ
ミ

に
つ
い
て

に
つ
い
て

保
育
所
等
に
つ
い
て

保
育
所
等
に
つ
い
て
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個人情報の提供について、法令等では個人情報の提供について、法令等では
どう定められているかどう定められているか

令
和
３・
４
年
に
つ

令
和
３・
４
年
に
つ

い
て
、
町
の
個
人
情
報
保
護

い
て
、
町
の
個
人
情
報
保
護

条
例
の
「
利
用
及
び
提
供
の

条
例
の
「
利
用
及
び
提
供
の

制
限
」
の
項
の
「（
２
）
法
令

制
限
」
の
項
の
「（
２
）
法
令

等
に
定
め
が
あ
る
と
き
」
の

等
に
定
め
が
あ
る
と
き
」
の

根
拠
と
な
る
法
令
と
は
何
か
。

根
拠
と
な
る
法
令
と
は
何
か
。

自
衛
隊
法

自
衛
隊
法

施
行
令
１
２
０
条
に
基
づ
く

施
行
令
１
２
０
条
に
基
づ
く

募
集
対
象
者
の
個
人
情
報
の

募
集
対
象
者
の
個
人
情
報
の

提
供
で
す
。

提
供
で
す
。

１
２
０
条
に
は
「
資

１
２
０
条
に
は
「
資

料
の
提
出
」
と
は
あ
る
が
、

料
の
提
出
」
と
は
あ
る
が
、

そ
れ
が
な
ぜ
「
個
人
情
報
の

そ
れ
が
な
ぜ
「
個
人
情
報
の

提
出
」
と
な
る
の
か
。

提
出
」
と
な
る
の
か
。国

の
個
人

国
の
個
人

情
報
保
護
委
員
会
の
中
で
の

情
報
保
護
委
員
会
の
中
で
の

見
解
で
す
。

見
解
で
す
。

自
衛
隊
法
唯
一
の
逐

自
衛
隊
法
唯
一
の
逐

条
解
説
書
と
さ
れ
て
い
る

条
解
説
書
と
さ
れ
て
い
る

『
防
衛
法
』
に
は
、
１
２
０

『
防
衛
法
』
に
は
、
１
２
０

条
に
つ
い
て
、「
募
集
に
対

条
に
つ
い
て
、「
募
集
に
対

す
る
一
般
の
反
応
、
応
募
者

す
る
一
般
の
反
応
、
応
募
者

数
の
大
体
の
見
通
し
、
応
募

数
の
大
体
の
見
通
し
、
応
募

年
齢
層
の
概
数
な
ど
に
関
す

年
齢
層
の
概
数
な
ど
に
関
す

る
報
告
及
び
県
勢
統
計
等
の

る
報
告
及
び
県
勢
統
計
等
の

資
料
の
提
出
を
求
め
、
地
方

資
料
の
提
出
を
求
め
、
地
方

の
実
情
に
即
し
て
募
集
が
円

の
実
情
に
即
し
て
募
集
が
円

滑
に
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う

滑
に
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う

か
を
判
断
」
す
る
た
め
の
規

か
を
判
断
」
す
る
た
め
の
規

定
と
解
説
さ
れ
て
お
り
、
市

定
と
解
説
さ
れ
て
お
り
、
市

町
村
に
「
個
人
情
報
」
を
提

町
村
に
「
個
人
情
報
」
を
提

出
さ
せ
る
法
的
根
拠
に
な
り

出
さ
せ
る
法
的
根
拠
に
な
り

え
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

え
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

改
善
充
実
策
は
。

改
善
充
実
策
は
。

統
合
小
学
校
の
敷

統
合
小
学
校
の
敷

地
内
に
、小
学
校
は
自
校
式
、

地
内
に
、小
学
校
は
自
校
式
、

中
学
校
分
も
合
わ
せ
て
調

中
学
校
分
も
合
わ
せ
て
調

と
し
て
計
画
的
に
生
産
し
て

と
し
て
計
画
的
に
生
産
し
て

い
た
だ
く
と
い
う
取
り
組
み

い
た
だ
く
と
い
う
取
り
組
み

も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
土
地
な
ら
で
は
の
取

　

こ
の
土
地
な
ら
で
は
の
取

り
組
み
を
期
待
し
た
い
と
思

り
組
み
を
期
待
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

い
ま
す
。町

の
計
画
案
に
基
づ

町
の
計
画
案
に
基
づ

く
対
策
の
実
現
が
見
通
せ
な

く
対
策
の
実
現
が
見
通
せ
な

い
中
で
の
対
応
は
。

い
中
で
の
対
応
は
。

現
在
、
国
土
交
通
省

現
在
、
国
土
交
通
省

遠
賀
川
河
川
事
務
所
と
連
携

遠
賀
川
河
川
事
務
所
と
連
携

し
、
用
地
等
の
諸
問
題
を
踏

し
、
用
地
等
の
諸
問
題
を
踏

ま
え
た
う
え
で
、
六
田
川
の

ま
え
た
う
え
で
、
六
田
川
の

西
藤
典
子
（
さ
い
と
う
の
り
こ
）

理
・
配
食
ま
で
を
行
う
親
子

理
・
配
食
ま
で
を
行
う
親
子

方
式
の
学
校
給
食
調
理
場
を

方
式
の
学
校
給
食
調
理
場
を

整
備
し
て
い
く
計
画
で
す
。

整
備
し
て
い
く
計
画
で
す
。

　

統
合
小
学
校
で
は
自
校
炊

　

統
合
小
学
校
で
は
自
校
炊

飯
を
実
施
す
る
予
定
で
、
鞍

飯
を
実
施
す
る
予
定
で
、
鞍

手
町
産
の
お
米
を
使
用
す
る

手
町
産
の
お
米
を
使
用
す
る

な
ど
、
地
場
の
食
材
の
使
用

な
ど
、
地
場
の
食
材
の
使
用

も
可
能
に
な
る
よ
う
な
工
夫

も
可
能
に
な
る
よ
う
な
工
夫

を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。生

産
農
家
に
、
生
産

生
産
農
家
に
、
生
産

の
段
階
か
ら
、
学
校
給
食
用

の
段
階
か
ら
、
学
校
給
食
用

西藤典子西藤典子議議員員

「法令等の詳細な質問であり、今後「法令等の詳細な質問であり、今後
検討していきたいと思います」検討していきたいと思います」

長町
議
員

住
民
環
境
課
長

治
水
対
策
に
つ
い
て
調
査
、

治
水
対
策
に
つ
い
て
調
査
、

解
析
及
び
新
た
な
対
策
案
を

解
析
及
び
新
た
な
対
策
案
を

検
討
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

検
討
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

状
況
で
す
。

状
況
で
す
。

　

今
後
は
こ
の
結
果
に
基
づ

　

今
後
は
こ
の
結
果
に
基
づ

き
、
六
田
川
治
水
対
策
に
つ

き
、
六
田
川
治
水
対
策
に
つ

い
て
方
向
性
を
判
断
し
て
い

い
て
方
向
性
を
判
断
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員

住
民
環
境
課
長

議
員

統
合
小
学
校
に
お
け
る

統
合
小
学
校
に
お
け
る

学
校
給
食
に
つ
い
て

学
校
給
食
に
つ
い
て

議
員

教
育
長

議
員

六
田
川
関
連
の
水
害
対

六
田
川
関
連
の
水
害
対

策
に
つ
い
て

策
に
つ
い
て

議
員

町
長
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政 案提策

中山北区入り口の浸水対策は中山北区入り口の浸水対策は

中
山
北
区
と
南
区
入

中
山
北
区
と
南
区
入

り
口
付
近
の
浸
水
対
策
に
つ

り
口
付
近
の
浸
水
対
策
に
つ

い
て
、大
雨
が
降
る
た
び
に
、

い
て
、大
雨
が
降
る
た
び
に
、

鞍
手
町
内
で
も
一
番
に
浸
水

鞍
手
町
内
で
も
一
番
に
浸
水

が
懸
念
さ
れ
る
場
所
で
す
が

が
懸
念
さ
れ
る
場
所
で
す
が

原
因
と
対
策
は
。

原
因
と
対
策
は
。

地
形
的
に
冠
水
箇
所

地
形
的
に
冠
水
箇
所

が
低
い
こ
と
、
ま
た
道
路
を

が
低
い
こ
と
、
ま
た
道
路
を

交
差
す
る
藺
牟
田
水
路
の
放

交
差
す
る
藺
牟
田
水
路
の
放

流
先
が
六
田
川
と
な
っ
て
い

流
先
が
六
田
川
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
六
田
川
の
水

る
こ
と
か
ら
、
六
田
川
の
水

位
上
昇
時
に
は
流
れ
が
悪
く

位
上
昇
時
に
は
流
れ
が
悪
く

な
り
冠
水
す
る
要
因
の
一
つ

な
り
冠
水
す
る
要
因
の
一
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

六
田
川
の
整
備
は
難
航
し

　

六
田
川
の
整
備
は
難
航
し

て
い
る
こ
と
か
ら
抜
本
的
な

て
い
る
こ
と
か
ら
抜
本
的
な

対
策
と
は
な
り
ま
せ
ん
が
、

対
策
と
は
な
り
ま
せ
ん
が
、

冠
水
付
近
の
調
査
を
実
施

冠
水
付
近
の
調
査
を
実
施

し
、
早
急
に
対
策
を
考
え
た

し
、
早
急
に
対
策
を
考
え
た

い
と
思
い
ま
す
。

い
と
思
い
ま
す
。

物
価
高
騰
に
歯
止
め

物
価
高
騰
に
歯
止
め

が
き
き
ま
せ
ん
。

が
き
き
ま
せ
ん
。

　

燃
料
や
材
料
費
、
生
活
費

　

燃
料
や
材
料
費
、
生
活
費

に
至
る
ま
で
大
幅
な
値
上
げ

に
至
る
ま
で
大
幅
な
値
上
げ

が
相
次
ぎ
、
こ
れ
に
見
合
う

が
相
次
ぎ
、
こ
れ
に
見
合
う

賃
金
の
引
上
げ
は
な
く
、
年

賃
金
の
引
上
げ
は
な
く
、
年

金
や
生
活
保
護
費
な
ど
は
実

金
や
生
活
保
護
費
な
ど
は
実

質
引
下
げ
と
な
っ
て
い
る
。

質
引
下
げ
と
な
っ
て
い
る
。

　

労
働
単
価
や
材
料
費
等
も

　

労
働
単
価
や
材
料
費
等
も

引
上
げ
に
な
っ
て
い
る
と
思

引
上
げ
に
な
っ
て
い
る
と
思

う
が
、
予
定
価
格
等
の
増
額

う
が
、
予
定
価
格
等
の
増
額

は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

公
共
事
業
の
設

公
共
事
業
の
設

計
に
つ
き
ま
し
て
は
、
最
新

計
に
つ
き
ま
し
て
は
、
最
新

の
労
務
単
価
等
を
根
拠
に
算

の
労
務
単
価
等
を
根
拠
に
算

出
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
物

出
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
物

価
動
向
を
反
映
し
た
予
定
価

価
動
向
を
反
映
し
た
予
定
価

格
に
な
っ
て
い

格
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
す
。

介
護
用

介
護
用
品
等
の
給
付

品
等
の
給
付

事
業
は
、
月
に

事
業
は
、
月
に
上
限
６
千
円

上
限
６
千
円

分
の
現
物
給
付

分
の
現
物
給
付
と
な
っ
て
い

と
な
っ
て
い

る
が
、
上
限
を

る
が
、
上
限
を
上
げ
る
べ
き

上
げ
る
べ
き

で
は
。　

で
は
。　

　
　
　

新
年
度

　
　
　

新
年
度
予
算
の
編
成

予
算
の
編
成

時
に
は
、
考
慮

時
に
は
、
考
慮
し
て
い
き
た

し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す

い
と
思
い
ま
す
。

帯
数
で
８
１
１
世
帯
が
減
少

帯
数
で
８
１
１
世
帯
が
減
少

し
て
い
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。

加
入
率
低
下
の
原
因

加
入
率
低
下
の
原
因

と
加
入
率
向
上
に
向
け
た
新

と
加
入
率
向
上
に
向
け
た
新

た
な
対
策
は
。

た
な
対
策
は
。

社
会
社
会

動
態
、
自
然
動
態
の
減
、
加

動
態
、
自
然
動
態
の
減
、
加

入
者
の
高
齢
化
に
よ
る
脱

入
者
の
高
齢
化
に
よ
る
脱

退
、
若
い
世
帯
の
自
治
会
に

退
、
若
い
世
帯
の
自
治
会
に

対
す
る
関
心
の
低
さ
が
主
な

対
す
る
関
心
の
低
さ
が
主
な

要
因
と
考
え
て
い
ま
す
。

要
因
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

加
入
率
向
上
の
取
り
組
み

　

加
入
率
向
上
の
取
り
組
み

は
、
広
報
誌
へ
の
啓
発
記
事

は
、
広
報
誌
へ
の
啓
発
記
事

の
掲
載
、
啓
発
チ
ラ
シ
の
全

の
掲
載
、
啓
発
チ
ラ
シ
の
全

戸
配
布
、
役
場
の
窓
口
で
の

戸
配
布
、
役
場
の
窓
口
で
の

転
入
者
に
対
す
る
啓
発
の
チ

転
入
者
に
対
す
る
啓
発
の
チ

ラ
シ
配
布
な
ど
を
行
っ
て
お

ラ
シ
配
布
な
ど
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

宇
田
川
亮
（
う
た
が
わ
あ
き
ら
）

物
価
高
騰
か
ら
町
民

物
価
高
騰
か
ら
町
民

生
活
を
守
る
た
め
の
対
策
は
。

生
活
を
守
る
た
め
の
対
策
は
。

国
の
経
済
対
策
等
の

国
の
経
済
対
策
等
の

動
向
を
注
視
し
、
追
加
の
財

動
向
を
注
視
し
、
追
加
の
財

政
措
置
が
な
さ
れ
れ
ば
速
や
か

政
措
置
が
な
さ
れ
れ
ば
速
や
か

な
対
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

な
対
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

現
在
の
自
治
会
加
入

現
在
の
自
治
会
加
入

率
は
。

率
は
。

令
和
令
和

４
年
４
年
1212
月
末
の
加
入
率
は

月
末
の
加
入
率
は

4646
・
3636
％
で
す
。

％
で
す
。

　

６
年
間
で

　

６
年
間
で
1010
・
4646
％
、
世

％
、
世

宇田川亮宇田川亮議議員員

「調査を実施し、早急に対策を「調査を実施し、早急に対策を
考えます」考えます」

長町
議
員

町
長

　

今
後
は
、
他
団
体
の
情
報

　

今
後
は
、
他
団
体
の
情
報

収
集
を
行
う
な
ど
実
効
性
の

収
集
を
行
う
な
ど
実
効
性
の

高
い
対
策
を
実
践
で
き
る
よ

高
い
対
策
を
実
践
で
き
る
よ

う
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

う
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

え
て
い
ま
す
。

自
治
会
だ
け
に
頼
ら

自
治
会
だ
け
に
頼
ら

な
い
情
報
発
信
と
周
知
に
つ

な
い
情
報
発
信
と
周
知
に
つ

い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

広
報
誌
に
つ
い

広
報
誌
に
つ
い

て
は
、
公
共
施
設
等
の

て
は
、
公
共
施
設
等
の

計
2929
か
所
に
配
架
し
て

か
所
に
配
架
し
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　

ま
た
業
者
委
託
に
よ

　

ま
た
業
者
委
託
に
よ

る
全
戸
配
布
等
を
検
討

る
全
戸
配
布
等
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

議
員

管
財
課
長

議
員

町
長
町
長
町
長

議
員

町
長自

治
会
加
入
に
つ
い
て

自
治
会
加
入
に
つ
い
て

議
員

ま
ち
づ
く
り
課
長

議
員

ま
ち
づ
く
り
課
長

議
員

町
長
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総務文教
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予備日
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1212 DecemberDecember 20232023
13時開会

次回定例会 (予定 )のお知らせ次回定例会 (予定 )のお知らせ

（進行状況により変更となる場合があります）

Don't miss the next episode!

鞍手町新庁舎等建設及び関連事項に鞍手町新庁舎等建設及び関連事項に
関する特別委員会関する特別委員会 【現地視察編】【現地視察編】

　令和５年９月 19日、新庁舎の整備方針に対し、議会と　令和５年９月 19日、新庁舎の整備方針に対し、議会と
しての調査及び審査を実施する目的で設置された「鞍手町しての調査及び審査を実施する目的で設置された「鞍手町
新庁舎等建設及び関連事項に関する特別委員会」による現新庁舎等建設及び関連事項に関する特別委員会」による現
地視察が行われました。地視察が行われました。

　今回、本委員会は、新庁舎建設について多角的に調査及び　今回、本委員会は、新庁舎建設について多角的に調査及び
審査を行うため、現場事務所において各担当者によるスケ審査を行うため、現場事務所において各担当者によるスケ
ジュール概要と建物下部の地盤、工事完了までの期間等の現ジュール概要と建物下部の地盤、工事完了までの期間等の現
状報告を受け、その後、現地視察をし活発な意見交換を行い状報告を受け、その後、現地視察をし活発な意見交換を行い
ました。ました。
　今後も、町民の皆さんの利便性　今後も、町民の皆さんの利便性
向上につながる鞍手町の拠点とし向上につながる鞍手町の拠点とし
てふさわしい庁舎となるよう、調てふさわしい庁舎となるよう、調
査及び審査を継続していきます。査及び審査を継続していきます。

鞍手町新庁舎等建設及び関連事項に
関する特別委員会

★☆★☆★☆★☆★☆★　編 集 後 記　★☆★☆★☆★☆★☆★
　長かった猛暑も終わりを告げ秋本番。新型コロナウイルス感染症
がいまだに多い中、今度は季節外れのインフルエンザ感染者が急増
し、小・中・高校などが休校や学級閉鎖になっているとの報道。ま
だどちらも油断禁物である。
　さて新しくスタートした鞍手町議会はすでに半年が経過。私達編
集スタッフも、町民の皆様の意見をうかがいながら、見やすくわか
りやすい紙面作りを目指していきたい。　　　　【 野口 美恵子 】
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